
YOUのアジャイルから

宝を掘り出して披露しちゃいなよ

そだねー

JaSST’19 Tokyo × Agile Japan Session

席は自由です。

A4用紙を折って自己紹介用の名札をお作りください。

業界 役割 氏名

何か一言（最近の悩みなど）



机上の道具を確認しましょう

•印刷物

• 論文構造図

• アジャイルソフトウェア開発宣言の読みとき方
https://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/itssplus.html#section1-4

• アジャイル新聞第４号
https://www.agilejapan.org/link04.html

•文具

• A3用紙、付箋、サインペン

• A4用紙 → 名札用

※投影資料は後日公開しますのでメモは不要です。



本セッションの開催主旨

•アジャイルの事例紹介が盛んになってきた

•事例紹介の次のステップとしての論文

• 事例紹介：ノウハウを読み手が見つける

• 実践論文：ノウハウを書き手が見つける

•論文の形にすれば

世界にアピールできる



論文を作成する目的

• 知識を共有する

• 知識をチーム内でのみ蓄積するのではなく、組織、企業全

体、社会と共有することで、全体を向上させる

• 研究活動

• 暗黙知も大切だが、形式知化して研究活動にする

• 形式知を自分達のものにするまで繰り返せる

• 世界へのアピール

• 英語に翻訳すれば海外の学会などに投稿できる

• 日本のアジャイルを世界にアピールできる



本日のアウトプット

• 自分の現場の取組みから知識を抽出する

• その知識を元に実践論文の構造を作る

• 実践論文の構造図は次のページ（配布物）

• アジャイル仲間から知識を発掘し、それを持ち帰る



Agile Japan 流

アジャイル実践ノウハウのまとめ方（論文構造）

1.プロジェクトの概要、
執筆者の役割

読者が当論文を理解す
るために必要な情報を
記述してください。

プロジェクトの背景を
一般化し、読者が共感
を持ちやすくしましょ
う。

アジャイル開発に取り
組む理由も書きます。
（Why Agile?）

2.解決したいこと

アジャイル開発に取り
組む中、ここでフォー
カスする問題を記述し
てください。

プロジェクト固有では
なく、汎用的な問題で
あることを示すことで、
ノウハウを他でも活用
しやすくなります。

3.その原因

その問題を引き起こし
ていると思われる原因
と、それを見つけた過
程を記述してください。

その際、アジャイルの
原則と照らし合わせる
ことで、根本的な原因
を考えやすくなります。

4.仮説設定

原因を解決できる仮説
を考えます。

仮説でアジャイル開発
のプラクティスを活用
する際は、やり方の工
夫点も記述してくださ
い。

5.実践中の苦労/改善

仮説を実践した状況
（良かったこと、苦労
したこと）、ふりかえ
り等でやり方を改善し
たことなどを、ドラマ
チックに記述してくだ
さい。

6.変化や効果

問題が解決され、得た
ことを記述してくださ
い。数値的な効果では
なく、感覚的なもので
も構いません。

7.事例のふりかえり

今回の事例を分析して
わかったことや、他の
現場が参考とする場合
の注意点、自分たちの
次へのステップを記述
してください。

「タイムマシンで開始
時点に戻れるなら、ど
う工夫するか」という
観点で考えると良いで
しょう。

before after

【ノウハウ（考察 → 実施 → 改善）】

周囲の関心（テーマ）

参考：JASPICソフトウェアプロセス改善知識網分科会ワークショップ（’15.6.6）

【事実】

次へのステップ

第1.2版



日本SPIコンソーシアム（JASPIC）は、21世紀の世界で利用される

様々な社会システム、産業システムや各種の工業製品などの開発の

中核をなすソフトウェアプロセスの改善（SPI）およびSPIに伴うプ

ロセス評価（SPA）に関する研究、技術移転、普及活動、国際交流

などを行う事を目的に設立された非営利団体です。

（前ページで紹介した論文構造図はJASPICの成果物を流用させていただきました）

毎年開催されています。アジャイル事例発表も増えており、
SPI Japan 公式サイトで資料公開されています。



本日の進行（実績）

№ 分 単位 内容

1 5 個人⑴前半 自分のアジャイル実践経験の中から自慢したいことを

選択し、論文構造図に沿って整理する。主に(4)(5)。

2 12 グループ⑴ 披露し合い、質疑応答を経て自身では気づかなかった

ノウハウ（宝）を掘り出す。

3 5 個人⑴後半 説明と質疑応答を受けて、それ以外の章も考える。

4 5 個人⑵ 論文として必要な要素を司会側から説明するので、そ

れを受けて更にノウハウ（宝）を掘り出す。

5 12 グループ⑵ 再び披露し合い、質疑応答やお互いのアドバイスを通

して、論文の骨子を磨く。

6 10 全体 各自の成果物を他グループにも共有する。



ナビゲーター紹介

アジャイルジャパン実行委員会

•司会

•和田 憲明

•会場サポート

•小坂 淳貴

•関 満徳
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自己紹介

• 小坂 淳貴（Junki Kosaka）

20192000 2010



自己紹介

コンタクト先 URL

Blog http://fullvirtue.com/

Twitter https://twitter.com/fullvirtue

Facebook https://www.facebook.com/fullvirtue

Email m.seki@graat.co.jp

資料公開場所 http://slideshare.net/fullvirtue/
これまで登壇してきた資料はこちらで公開しています！
是非ご覧ください！

関 満徳
せき みつのり

グロース・アーキテクチャ＆チームス株式会社
プロダクトオーナー支援スペシャリスト
Microsoft MVP for Development Technologies

ITサービス開発全般のコンサルティング、開発、運用
を一括して手掛けながら、「顧客価値の創造」と「持
続可能な仕組み創り」をテーマとしたアジャイル・プロ
ダクトマネジメントのワークショップデザインを数多く
実施。全国各地でファシリテーターとしても活躍。

http://fullvirtue.com/
https://twitter.com/fullvirtue
https://www.facebook.com/fullvirtue
http://slideshare.net/fullvirtue/


1.個人ワーク（１）前半

自分のアジャイル実践経験の中から自慢したいこと

を選択し、テンプレートを用いて整理する。

【お願い】

成果物は本日回収して後日公開しますので、

付箋に固有名詞を書かないでください。

・考える順番について → 次ページ以降



考える順番について

論文の読者にとっては、1.～7. に沿って読むことで、

下記を確認しやすい。

・自分の現場と同じ背景か

・自分の現場が抱える課題と同じかどうか

・効果があったかどうかを確認する手段／指標がわかる



考える順番について

論文は業務報告ではないので、順序通りに(1)から考える

必要はない。他者に参照してもらうために、最終的に整理

されていれば良い。

1. 自らの現場実践経験から、自慢したいネタをピックアッ

プする。→(4)(5)

2. アジャイル原則に基づいて、原因を（後付けでもいいか

ら）作り上げる。→(3)

3. 行動しようと思った悩みごとを思い出し、問題と効果を

考える。→(2)(6)



例：アジャイル研修の活用

「プロジェクト立ち上げ時に体験型研修を実施すると効果がある」

↓

4. 最初にチーム全員でスプリントを数回繰り返す研修を受ける

5. 研修日数を1日→2日に増やし、スプリントを3回しっかりと回すことにした

↓

3. 人それぞれでイメージするアジャイルのやり方が異なっている

↓

2. 立ち上がり時にやり方がそろわず「動くソフトウェア」が作れない

6. 2日間の研修を２つのプロジェクトで試したところ、スムーズに立ち上がっ

た



【サンプル】急がば回れで担保する自動テストと品質

1.プロジェクトの概要、
執筆者の役割

アジャイル開発未経験
者がスクラムで新規ア
プリケーション開発を
行うPJ

スクラムマスターとし
て参加

2.解決したいこと

スプリントを5回くらい
回してみたが、ソフト
ウェアの 品質が安定し
ない。
（Doneの定義に基づい
てプロダクトバックロ
グアイテムが完成して
も、品質にバラつきが
ある）

3.その原因

「動くものを作る」を
優先してスプリントに
取り組んだ結果、機能
達成が目的となり、品
質が犠牲となってし
まっている。
（出荷判断可能なソフ
トウェアに出来ていな
い。）

4.仮説設定

プロダクトバックログ
のDoneの定義に、「定
められたテストを実施
する」を追加すると、
常に同じテストをクリ
アした状態になるので、
品質が安定する。

5.実践中の苦労/改善

どんなテストを実施す
れば良いか自分たちで
決めるのは難しかった。
別のチームと協力して、
何度も実施するテスト
は、自動化することと
した。

6.変化や効果

テストを自動化したこ
とにより、スプリント
単位で安定した品質を
担保出来るようになっ
た。
さらに、開発チームは
開発に専念出来る時間
が増え、ベロシティが
30%向上した。

7.事例のふりかえり

テスト自動化という、
一見開発全体の進捗を
遅らせそうな作業は、
ベロシティと品質の向
上に直結する。急がば
回れ。
自動化出来ないテスト
がある場合は、リスト
化するなどして、常に
明確にする習慣も必要。

before after

【ノウハウ（考察 → 実施 → 改善）】

周囲の関心（テーマ）

参考：JASPICソフトウェアプロセス改善知識網分科会ワークショップ（’15.6.6）

【事実】

次へのステップ

第1.1版



A3用紙に付箋を貼りましょう

ココから始めましょう



2.グループワーク（１）

グループ内で披露し合い、質疑応答を経て自身では気づ

かなかったノウハウ（宝）を掘り出す。

※３分×４人（３分毎に合図します）

1. 作成者が内容を説明する。

2. 他の人達が質問する。

・その対策を思いついたきっかけは？

・一般的な○○ではなく△△を選んだ理由は？

3. アドバイスする。



3.個人ワーク（１）後半

グループディスカッションから得たヒントから

自分の論文構造図を肉付けしましょう。



4.個人ワーク（2）

論文として必要な要素を司会側から説明するので、それを受けて更

にノウハウ（宝）を掘り出す。論文仕立てにする。

1. 施策を実施できない理由（阻害要因）を見つける。→(2)

2. 皆にアピールできるもの（定量的な成果）を見つける。→(6)

3. それを仮説表現にする。→(4)

4. 皆が共感できる背景を見つける。→(1)

5. ふりかえって更なる工夫を考える。→(7)



A3用紙に付箋を貼りましょう
付箋の色を

変えよう

定量的な

成果

仮説

表現



5.グループワーク（2）

再びグループ内で披露し合い、質疑応答やお互

いのアドバイスを通して、論文の骨子を磨く。

※２分×４人（2分毎に合図します）

1. 作成者が内容を説明する。

2. 他の人達が質問する。

3. アドバイスする。



6.全体共有

各自の成果物を他グループにも共有する。

※2ラウンド 各3分半（実績）

1. 説明者がテーブルに残る

2. それ以外の人は他のテーブルに行く

3. 会場の右と左で4グループずつ実施



YOUのアジャイルから

宝を掘り出して披露しちゃいなよ

そだねー

JaSST’19 Tokyo × Agile Japan Session

当日参加した方々が作成したA3用紙の成果物は

別ファイルとして公開しています

みなさんのアジャイルが

進化しますように！ おわり


